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１．風力発電機解体事業の現状：阪和興業株式会社

第4回再エネ発電設備の廃棄・リサイクルのあり方に関する検討会(2023/7/18)

２．FRPを原料とする風車ブレードリサイクル実証事業：宏幸株式会社

宏幸㈱＋阪和興業㈱
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《タワートップ下架》

フランジ部の接続ボルト及び

ナットを外し下架します。

《タワーミドル・ボトム下架》

タワー下部を相番クレーンにて支持

し横倒しの状態にして下架します。

《ブレード裁断》

重機のカッターを使用しブレードを

トラックスケールに裁断します。

《タワー裁断》

サイズ・重量を搬出可能な物に

する為ガス溶断します。

《産廃(ブレード)搬出》

重機を使用し車両へ積込、搬出し

ます。（搬出計画によるｻｲｽﾞ・重量）

《スクラップ搬出》

重機を使用し車両へ積込。

⑤ ⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑩

1－(１)風力発電機撤去フロー：⑤～⑩工程  阪和興業㈱
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風力発電 ブレード裁断作業 （２０２２年 弊社解体案件） 

下架後、鉄骨カッターで切断 （切断サイズは約６ｍ） 産廃車に入る最大サイズ。

飛散対策として散水処理を行いなからの作業となる。

（産廃業者のサイズ制限なし時)1－(2a)風車ブレード裁断  阪和興業㈱
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風力発電 ブレード積込作業  （２０２２年 弊社解体案件） 

鉄骨カッターを使い産廃車に入る最大のサイズで積込を行う。

積載効率は悪いが、工程は短縮できるメリットあり。

1－(３a)風車ブレード積込作業  （産廃業者のサイズ制限なし時) 阪和興業㈱
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風力発電 ブレード搬出作業 （２０２２年 弊社解体案件）

端材も広い上げて飛散防止ネットを張り搬出する。 （切断～搬出迄 1日） ブレード3枚

1－(３a)風車ブレード搬出作業  （産廃業者のサイズ制限なし時) 阪和興業㈱
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風力発電 ブレード切断作業 （２０２２年 他社解体案件）

下架後、クロスカッターで切断 産廃サイズ制限あり。 （１ｍ程度）

飛散対策として散水処理を行いなからの作業となる。

油圧式クロスカッター

1－(２b)風車ブレード切断作業  （産廃業者のサイズ制限あり時) 阪和興業㈱





[風車解体工事の現状と課題]

• 現状の風車解体工事に於いて最も重要なのは環境問題よりも解体コストです。

• ブレードを資源化する技術を確立すると同時に、事業主側の意識を変える取り組みが必要。

• ブレードは産廃処分されており、全ての解体現場で「工期短縮」できる工法が採用されます。

• 1日工期が増えれば、大型クレーンなどの損料や管理コストなど膨大な費用となります。

• 解体現場で破砕したブレードを、如何に早く搬出するかがポイントになります。

• 搬出できる最大のサイズで積込を行います。積載効率はかなり悪く引取り回数も増えCO2も排出します。

• 積載効率を上げる為に「より小さいく破砕」する方法も検討しますが、工程面でデメリットとなり採用されません。

[風車ブレードのリサイクルを実現する為の提言]

• 風車解体工事の流れは、発電事業主→ゼネコン→解体業者→産廃業者(リサイクル業者)となります。

• リサイクル業者や解体業者がゼネコンに営業しても「コストダウン」にならない提案は採用されません。

• 事業主がリサイクルに対する取り組みを強化すれば、解体の見積段階からリサイクル前提の見積条件が提示されます。

• 事業主側の意識を変える為には、ブレードのリサイクル率の実績値を公表するなど、何らかの仕組み作りが必要と感じます。

• 昨今環境問題を重視する株主も多く、対外的なリサイクル率の公表は事業主側も意識し取り組むと思われます。

• 廃棄ブレードは安価な資源価値しかなく、運搬費を負担すると赤字商売や実質逆有償となるケースあり。解決策が必要です。
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風車解体工事の課題とブレードリサイクル化への提言：阪和興業㈱

1－(４)風車解体工事の課題とブレードリサイクル化への提言  阪和興業㈱
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２－(１)風車ブレードリサイクル実証事業概要  

宏幸㈱２．FRPを原料とする風車ブレードリサイクル実証事業：宏幸株式会社

令和４年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金
脱炭素社会を支えるプラスチック等資源循環システム構築実証事業

事業名：FRP（繊維強化樹脂）を原料とする風車ブレードリサイクル実証事業

企業名：宏幸株式会社

実施年度：令和４～５年度(複数年事業)
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２－(２)解体現場→工場運搬の課題と解決策① 宏幸㈱

内蒙古辉腾锡勒风电场 ブレード切断テスト

切断風車プレード※解体現場→工場運搬の課題：
巨大ブレード(30m,5ton)、遠隔地
により①切断後運搬、②現場破砕
後運搬の2案あり

⇒遠隔解体現場への可搬性から
①切断後運搬方式にて実証開始

【内蒙古切断実証結果(令和4年度)】
実験条件：特殊切断刃持込＋現場重機
への取付けによる□0.8mへの切断

⇒重機メーカー・機種バラツキにより、
ブレード切断成否あり(一部重機パワー不
足)＆粉じん対策要

⇒対策：風車ブレード切断特注専用重機
（右図）を現場派遣
（令和5年度実証予定）

すべてのプレート解体現場対応できる
ようにプレート１M以内切断機開発しました。
（粉塵防ぐために水噴射装置載せた）重機も改造中。



２－(２)解体現場→工場運搬の課題と解決策② 宏幸㈱

②現場破砕後運搬方式の検討：
(内蒙古実験の結果、特注専用重機の現場

派遣必要性が判明したので、移動式破砕機を
現場派遣する方式との比較が現実化)

【解体現場での破砕後運搬方式実証実験】
(令和５年度計画)

※ウエダ産業の破砕丸Aにて実験
※㈱ユーラスエナジーホールディングの協力で＠秋田にて
実証実験検討中

※フレコン収納後に工場へのウイング車輸送となり、散乱
防止と輸送効率アップ。

⇒ ②現場破砕後運搬方式と①特注専用重機による
切断後運搬の比較により、事業方式を決める予定
（令和5年度追加実証内容）
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２－(３)FRPリサイクルプロセスの課題と進捗② 宏幸㈱

【FRP合成樹脂再生試作課題】
(令和５年度実証予定) 

※FRPパウダー均質化：
木材含有差影響を排除する刃および篩により、
パウダーサイズ均一性60%→90%に改良する

※合成樹脂成型品(屋外マット)：
強度・外観品質基準の安定確保

※2023/10以降は、国内解体ブレードによる、
当社足柄工場設置設備での実証実験

⇒㈱ユーラスエナジーホールディングス、仙台銘版、
秋田県クリーンエネルギー産業振興課等での
太陽光パネル下敷板としての実装評価

屋外マット試作品(良品)

特製スクリュー

屋外マット試作品(不良品)
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２－(５)エネルギーと設備を共に再生可能とするために 宏幸㈱

※増加する風力発電機解体撤去による風車ブレードFRPの埋立処分を→建築資材へリサイクル活用転換するため
に、①風車解体現場から拠点工場へのブレード輸送方法の実証、②FRPのリサイクルを可能とするための技術実
証、③風車ブレード由来の再生建材を太陽光パネル下敷板に社会実装する実証等、実証課題の多いテーマです
が、人類社会が乗り越えるべきテーマとして追求します。

※風力発電ブレードのようなニッチ領域の複合プラスチックリサイクル事業は、大企業が手を付ける領域ではないが、
中小企業には参入しにくい全国へき地展開事業です。今回のように、大企業である㈱阪和興業が中核となって、
中小企業の宏幸㈱が解決技術を提供し、排出事業者＆再生製品ユーザーでもある㈱ユーラスエナジーホールディ
ング等の再生エネルギー事業者が協力することで進めやすくなります。

※再生エネルギーの１つである風力発電設備のリサイクル製品が「太陽光パネル下敷き板」に再生利用されて、もう
一つの再生エネルギーである太陽光発電システムの一部として活かされることは、再生エネルギーの資源自立循環
性・ゼロエミッション性を強化する取組となるでしょう。

ご清聴ありがとうございました。


